
技能をみがき産業の開発に努め豊かな町にいたしましょう。(町民憲章より )
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貨物駅、今金など三駅に集約 /
青函局当初計画の修正案示す

古田~J".\は、制棚組の介.t'!l!.f ヒ .ì hd可 にわたる修正案を拠出しました。

内全而撒[11]を求める湘捌糾i:i":¥t体 4町反対lUI成金は‘ニの修正主

制改正反対連合1叫成金に片L. 8 を地Jじで協議することに Lていま

月12目、 7駅貨物取拙い全Hi，li幽 すので よリ 1Mみなさんの総立

を『今金・北附Ur 糊棚町 3駅で を川〈結出して片処Lましょう。

取扱うこととし、秋苧1:11に肌リ ('I}.!'f: 7月31円、辺市地1:><:分山
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あ
す
の
今
金
町
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
、
明
る
く
健
康

的
な
環
境
の
な
か
で
楽
し
く

育
っ
て
も
ら
お
う
と
、
昨

年
か
ら
計
画
し
て
い
ま
し
た

町
立
幼
稚
園
町
改
築
が
-」の

ほ
ど
決
ま
り
、
現
間
合
西
側

町
道
中
央
線
通
り
側
に
建
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

四
学
級、

百
六
十
人
収
容
の
規
模

町
立
幼
稚
闘
は
昭
和
四
寸
九
年
四
月

か
ら
旧
高
校
跡
の
校
舎
会
利
用
し
て
開

設
し
て
い
ま
し
た
が
、
施
設
の
老
朽
化

は
著
し
く
、
昨
年
度
危
険
校
舎
の
指
定

を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
改
築
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

施
設
の
規
挨
は
、
鉄
筋
ユ
ン
ク
リ
l

ト
造
り
平
屋
建
て
、
総
面
払
六
百
六
十

二
平
方
い
刷、
収
谷
定

μは
四
学
級
百
六

十
人
で
現
施
語
の
定
貝
と
同
じ
で
す
。

iJ 
L;J 
農水
業健

唱
和
二
十
六
年
に
「
民
業
委
貝
会
等

に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、

内同業

委
只
会
制
度
が
発
足
し
て
か
ら
、
今
年

で
十
回
自
の
選
挙
が
七
月
十
四
日
行
わ

れ
ま
し
た
。

州民
業
委
貝
の
選
挙
は
、
農
業
農
民

斉藤勇さん

稲穂 (63哉)

荒川正信さん
;車昇 (52歳)

鷲野竹幸さん

住吉 (35歳)

伊藤実さん
神丘 (40歳)

内
部
は
上
記
の
平
面
図
の
と
お
り
、

保
育
室
が
四
つ

(六
十
三
平
方
訂
が
一

室
、
四
十
九
平
方
訂
が
三
室
)
に
百
六

十
九
平
方
い
川
町
遊
戯
室
内
ほ
か
、
職
只

室
、
保
健
室
、
制
理
室
、
ポ
イ
ラ
室

が
あ
り
ま
す
。
特
に
配
慮
さ
れ
て
い
る

の
は
各
保
育
室
内
屋
外
に
は
テ
ラ
ス
が

あ
り
、
防
災
の
た
め
の
避
難
通
用
口
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
便
所
が

一一
ヶ
所
と
玄
閃
ホ

l
チ
は
冬
期
間
の
た

め
の
ロ
ド
ヒ
テ
ィ

ン
グ
が
な
さ
れ
ま
す
。

幼
祁
図
本
工
事
は
七

千
四
百
万
八
千
円
で
坂

本
建
設
、
氾
気
工
事
が

六
百
三
一
万
円
で
大
合
有

線
屯
気
、
温
水
眼
房
、

給
排
水
な
ど
の
設
備
工

事
が
一
千
九
百
八
十
万

二
千
円
で
大
明
工
業
側

に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、

そ
の
ほ
か
環
境
務
仙

備
品
購
入
な
ど
総
事
業

費

一
億
一
千
九
百
万
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
明
年

四
月
に
は
四
歳
児
、
五

歳
児
各
八
十
人
が
入
問

新 し い 幼 稚園 の 平 面 図

;
 

ー

、id

の
利
益
代
表
機
能
を
委
託
す
る
委
只
を

民
業
者
の
直
接
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
す

る
た
め
、
有
権
者
の
関
心
は
布
く
、
町

内
十
三
投
票
所
の
投
梨
率
は
八
七
九

O
%、
千
九
百
七
十
六
人
が
投
裂
し
ま

し
た
。
開
票
は
午
後
八
時
か
ら
町
民
セ

• 阪井好さん
八束(51歳)

ン
タ
l
で
聞
か
れ
、
立
候
補
者
十
一
人

的
中
か
ら
公
選
委
貝
十
名
町
当
逃
が
決

ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
が
推
せ
ん
す
る
委
民
一二

名
、
民
協
、
共
済
組
合
推
せ
ん
各
一
名

も
決
ま
り
、
七
月
二
十
日
初
の
牒
業
委

員
会
総
会
で
会
長
に
清
水
位
次
氏
(
再
)

会
長
代
理
に
岸
本
郷
義
氏
が
選
任
さ
れ

消
水
会
長
が
北
海
道
股
業
会
議
委
只
を

兼
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
委
只
は
次
の
と
お
り
で
す
が
‘

み
な
さ
ん
は
民
民
の
代
表
と

し
て
民
業
振
興
と
政
築
地
域

内
健
全
な
発
展
の
た
め
、

一

層
の
活
路
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

坂本久光さん

金原(28歳)

-v
町
議
会
推
せ
ん
委
員

伊藤五四郎さん
住吉 (58歳)

岸本輝義さん

持金 (57哉)

末藤春義さん
閉代 (29歳)

va協
推
せ
ん
委
員‘，'f. 

清水健次さん
位 111 (56，.) 

-v
共
済
組
合
推
せ
ん
委
員‘霊I湯元駒蔵さん

鈴岡 (47哉)

部
落
の
人
た
ち
の
心
的
寄
り
ど
こ
ろ

と
な
る
施
設
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
町

で
は
、
こ
の
ほ
ど
道
の
老
人
生
き
が
い

対
策
の
振
興
補
助
を
受
け
て
白
石
地
区

に
寿
町
家
を
建
設
し
ま
す
。

白
石
地
区
(
=
一
十
九
世
帯
)
に
は
、

こ
れ
と
い
っ
た
集
会
施
設
が
な
く
、
な

に
を
す
る
に
し
て
も
不
便
な
状
態
で
し

た
の
で
、
地
域
住
民
か
ら
は
大
き
く
期

待
さ
れ
て

い
ま
す
。

施
設
は
補
強
ブ
ロ
ッ
ク
平
家
建
て
百

十
七
平
方
灯
で
、
内
部
は
集
会
室
を
は

じ
め
、
研
修
室

(十
四
丘
和
室
)
、
制

は
加
入
も
れ
の
な
い
よ
う
ご
準
備
く
だ

き~
ぃ
。

で
き
ま
す
。

白

地

石

寿

の

区

家

を

建

設

一 種

壁1
話 Z

5喜
替 話
へが

今
作
泣
報
屯
話
局
で
は
、
昨
年
か
ら

地
域
集
団
屯
話
を
一
般
屯
詰
に
切
り
替

え
る
た
め
の
計
凶
を
進
め
て
お
り
ま
す

が
、
今
年
は
紐
川
地
区
全
域
が
十
月
末

か
ら
十
二
月
上
旬
に
か
け
て

一
般
屯
話

の
切
り
替
、
え
が
行
わ
れ
ま
す
。
手
続
き

上
の
日
位
、
詳
細
は
後
日
説
明
会
を
開

き
ま
す
が
、

一
件
当
り
の
負
担
傾
は
既

幻
八
万
四
千
円

(設
備
料
六
万
四
千
円
、

債
権
二
万
円
)
に
な
る
見
込
み
で
す
の

で、

地
集
屯
諾
を
利
用
き
れ
て
い
る
方

) 山本靖彦 さんの

乳牛に最高佐賞

第15回i

;7~i/長、明

会家g
f畜主
妥共誉
主進三
宅'溢U
L与:Z:;;:，品:
FJふ:一三。

町
主
催
の
第
イ
五
回
今
金
町
家
高
共

進
会
は
七
月
二
十

一
日
、
民
業
共
済

組
合
家
主
田
市
場
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

出
陳
さ
れ
た
の
は
、
町
内
各
地
区
か

ら
乳
牛
五
十
三
頑
と
同
十
一
駅
、
い
ず

れ
も
日
ご
ろ
か
ら
干
塩
に
か
け
て
育
て

て
い
る
牛
馬
ば
か
り
と
あ
っ
て
帯
査
も

念
入
り
な
採
点
が
行
わ
れ
、
乳
牛
未
経

産
‘
経
産
の
二
部
門
に
鈴
問
の
山
本
梢

彦
さ
ん
所
有
牛
が
最
高
位
貨
を
獲
得
し

ま
し
た
。
各
部
内
優
勝
牛
馬
は
次
の
と

お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

。
乳
牛
の
部

マ
一
部
(
生
後
十
一
ヵ

月
未
満
)
ヤ
7

ア
ー
ル
チ
ェ
フ
ジ
カ

ナ
ダ

(鈴
岡
、
山
本
精
彦

)
l
未
経
産

1
抜
高
位
マ
二
部

(十

一
ヵ
月
以
上
|

十
六
ヵ
月
未
尚
)
ビ
ュ

l
テ
ィ
ロ
ベ
ル

ホ

プ

(鈴
金

・
菊
池
一
普
)
マ
三
部

[ 2 ) 

白 石 曹 の家の平面図

験会 話E

ノ

理
実
習
室
な
ど
多
目
的
に
活
用
さ
れ
る

よ
う
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

工
事
授
は
一
千
百
七
十
万
円
で
九
月

上
旬
に
活
工
、
十
月
末
に
完
成
し
ま
す
。

道
々
今
金
j

旭
台
線

日
月
末
ま
で
交
通
止

道
々
今
金
i
旭
台
線

(戸
室
長
一
郎

地
先
)
の
改
民
工
事
に
よ
り
九
月

一
日

か
ら
十
一
月
末
ま
で
全
面
交
通
止
め
と

な
り
ま
す
。
民
作
物
的
搬
出
時
期
に
大

変
ご
迷
試
γ乞
お
か
け
し
ま
す
が
、
現
場

町
状
況
が
仮
道
路
も
作
れ
な
い
状
況
で

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
町
道
大
原
線
、

八
束
宮
前
線
青
木
荷
台
線
な
ど
の
迅
回

遊
を
利
用
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

(十
六
ヵ
月
以
上
!一一
十

一
ヵ
月
未
満
)

ホ
l
ム
ス
テ
ソ
ド
コ
メ

y
ト
ガ
ー
ル

(鈴
岡
白
岩
正
美
)マ
四
部

(二
十

一

ヵ
月
以
上

l
-一十
九
カ
月
未
満
)
ン
ン

デ
レ
ラ
ホ
プ
ァ
ラ
イ
ア
ン
ス
(
神
丘

伊
藤
実
)
マ
五
部

(二
歳
以
上
!
四
歳

未
満
経
産
)

7

チ
ム
ラ
フ
ジ
ホ
l
プ
パ

イ
ス
ロ
イ

(鈴
岡
山
本
拙
彦

)
1経

産

l松
高
位
マ
六
部
(
四
歳
以
上
経
産
)

ブ
ラ
イ
ド
カ
ド
ア
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

(鈴

問

菊

地

一
普
)
マ
乳
房
吋

H
1イ
マ

ガ
ネ
ガ
パ
不
ス
テ
ィ
ク
テ
ル
ス
タ
ー

(神
丘

-
平
野
消
雌
)

〈
〉
馬
の
部

マ
一
部
(
一二
歳
)
ア
ヤ
メ

(中
里
川
町
喜
好
)
守
二
部

(一
ニ

凹

蹴
)
菊
姫
(
神
丘

・
上
村
貞
夫

)
t同

町
部
北
河
位
賞
守
三
部

(五
歳
以
上
)

第
三
若
師

(中
堅
山
田
兼
太
郎
)

(3 ) 
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企 I品料極目女子年齢別リレー

A おしとやかにリレー

‘コール1戸川tlg，

町
体
育
協
会
、
町
迎
合
町
内

会
主
雌
に
よ
る
恒
例
の
町
民
体
育

然
が
八
月
六
日
今
金
中
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
盛
大
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
と
し
は
、
昨
年
内
的
川
、
八
束
チ

ー
ム
の
ほ
か
に
神
丘
、
州
民
村

(団
代
)

花
石
町
三
チ
l
ム
が
新
た
に
参
加
し
、

総
勢
二
十
チ
l
ム
か
ら
二
千
人
を
超
え

る
大
選
手
団
と
家
族
ぐ
る
み
の
出
場
で

会
場
は
熱
気
が
い

っ
ぱ
い
。
前
年
優
勝

の
大
和
町
内
会
内
小
田
尚
武
太
郎
さ
ん

の
選
手
立
専
の
あ
と
、
十
三
種
目
に
熱

戦
が
展
開
、
存
選
手
内
力
走
や
珍
プ
レ

ー
に
拍
手
と
大
歓
声
が
い

っ
ぱ
い
に
こ

だ
ま
し
ま
し
た
。
総
合
作
占
的
結
川
市
、

μ』
m

i

町民総
書
テ

l
ム
白
成
績
は
衣
の
と
お
り

順 位 q 2 3 4 5 白

団体名 金原 南町 八索 神 E 大和田 橿 川

得点 57 50 49 49 48 48 

7 B 自 1 0 1 1 1 2 13 

化石 御影 栄町 高美町 南栄町 本 町 農村

46 45 44 43 42 41 41 

1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 20 

末広町 東町 曙町 寒昇 商工団 緑町 旭町

40 40 39 37 36 35 34 

hv優
勝
目
前
向

金
保
陣
自
は

一
将
力
問

型旦
A浅野内匠の守')レー

企宮本武蔵

特例納伺できるいろいろな場合在、 前回~既
しましだガ、さて「私の場合はどうだろうかJ

とお悩みの方もあううと思いますので、その代

表的広ケースを想定して図で説明しましよう。

時効、滞納よく調べて

図
的
中
で
納
付
怖
と
か
時
効
分
滞

納
分
と
あ
る
の
は
、
い
ず
れ
も
強
制
加

入
に
つ
い
て
の
期
間
で
す
。

マ
A
さ
ん

収
作
も
強
制
加
入
を
続

け
て
い
て
、
途
中
に
長
い
時
効
の
期
間

が
あ
り
ま
す
.
こ
的
ま
ま
で
は
掛
け
金

を
納
め
た
捌
附
が
、
決
ま
り
よ
り
う
ん

と
短
〈
な
っ
て
、
到
底
年
金
は
も
ら
え

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
こ
の
時
効
分
を
特
例

納
付
す
れ
ば
、
将
来
、
老
齢
年
金
を
受

給
で
き
ま
す
。

マ
B
さ
ん

大
正
六
年
二
月
生
ま
れ

の
六
十

一
歳
で
す
か
ら
、
い
ま
は
も
う

被
保
険
者

(掛
け
金
を
納
め
ら
れ
る
人

六
十
棋
ま
で
)
か
句
は
抜
け
て
い
ま
す
.

大
分
前
に
八
年
納
付
し
ま
し
た
が
‘

六
十
歳
に
達
し
た
と
き
に
は
七
年
滞
納

し
て
し
ま
い
ま
し
ア
、
し
か
し
滞
納
七

年
分
の
つ
ち
半
年
分
ほ
ど
は
ま
だ
時
効

に
生
ま
れ
た
人
は
、
生
年
月
日
に
よ
り

納
付
四
年
か
ら
七
年
で
特
例
老
附
年
金

が
出
ま
す
。
D
さ
ん
も
血
年
分

(二
十

四
万
円
)
を
特
例
納
付
す
れ
ば
、
す
ぐ

こ
の
特
例
老
齢
年
金
八
万
五
千
一二
百
円

(年
制
)
が
も
ら
え
ま
す
.
た
だ
余
絡

が
あ
れ
ば
十

一
年
分

(五
十
二
万
八
千

円
)
を
特
例
納
付
す
る
と
、
優
遇
加
界

っ
き
年
制
二
十
七
万
九
千
六
百
問
的
老

齢
年
金
が
す
ぐ
も
ら
え
ま
す
。

納(ナ，.

納付渦，，手

山
「
戸
l

優/
良
植勤
村 労
和育
安 少
:さ年
んに

勤
労
意

欲
に
山
み
‘

自
立
心
盟

か
で
他
的

人
的
快
純

と
な
る
青
少
年
を
た
た
え
、
よ
り
い
っ

そ
う
括
附
し
て
も
ら
お
う
!
と
い
う
道

優
良
勤
労
背
少
年
円
以
彰
式
が
七
月
寸

(4) 

に
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん

(時
効
は
納
付

則
限
を
す
ぎ
て
二
年
)
の
で
、
こ
ち
ら

は
時
効
に
な
ら
な
い
う
ち
に
通
出
の
保

険
料
の
微
で
納
め
る
ヰ
つ
に
し
ま
す
。

さ
て
‘

B
さ
ん
の
年
の
人
に
は
加
入

十
一
年
で
年
金
が
出
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
加
入
分
八
年
分
と
、
通
常
の
保
険
料

で
払
う
滞
納
町
約
半
年
分
を
合
わ
せ
る

と
ほ
ぼ
八
年
半
で
す
か
ら
、
残
り
の
大

体
約
二
年
半
分
を
特
例
納
付
す
れ
ば
い

い
わ
け
で
す
。
特
例
納
付
制
は
月
制
凶

千
円
で
、
二
年
半
分
で
計
算
し
て
」
l

二

万
円
。
年
令
加
は
二
十
三
万
五
千
九
百

円

(優
遇
加
幻
っ
き
)
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
B
さ
ん
は
こ

の
時
効
分
約
六
年
半
分
全
部
を
納
め
た

方
が
得
で
す
。
納
め
る
鰍
は
約
三
十

一

万
二
千
円
と
ふ
え
ま
す
が
、
加
入
年
数

も
計
十
五
年
と
ふ
え
年
金
日
制
は
三
十
二

万
一
千
六
百
円

(優
遇
加
幻
っ
き
)
に

は
ね
あ
が
る
か
ら
で
す
。

マ
C
さ
ん

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ

ん
で
、
現
在
は
任
意
加
入
中
で
す
が
結

締
前
に
家
事
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
期
間

(三
十
六
年
凶
月
以
陣
)
が

特
例
納
付
で
き
、
加
入
年
数
を
ふ
や
せ

ま
す
。
結
締
後
の
任
意
加
入
の
カ
ラ
期

間
は
特
例
納
付
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

マ
D
さ
ん

大
正
二
年
生
ま
れ
の
六

十
五
哉
の
附
応
主
で
特
例
納
付
す
れ
ば

す
ぐ
年
金
が
も
旬
、
え
る
ケ
l
ス
で
す
。

こ
れ
は
国
民
年
金
の
制
度
を
知
ら
な

い
ま
ま
過
ご
し
て
き
た
純
一
年
金
者
で
す
。

D
さ
ん
な
ど
大
正
五
年
四
月
一

目
前

マ
E
さ
ん

明
治
凶
十
凶
年
九
月
生

ま
れ
の
六
十
六
歳
。
戦
後
厚
生
年
金
に

五
年
六
ヵ
月
加
入
し
た
あ
と
、
ど
の
年

金
に
も
加
入
せ
ず
、
従
っ
て
い
ま
も
加

入
期
間
が
短
く
て
何
の
年
金
も
も
ら
っ

て
い
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、

六
十
段
に

な
る
ま
で
一
に
凶
年
六
ヵ
月
強
制
加
入
で

き
た
は
ず
な
の
に
し
て
い
な
か
っ
た
円

で
す
。
E
さ
ん
は
、
特
例
納
付
の
さ
い

に
加
入
間
を
出
し
て
、
こ
の
四
年
六
ヵ

月
分
二
十

一
万
六
千
円
を
納
め

る
と
、
加
入
が
厚
生
、
国
民
年

金
両
方
合
わ
せ
て
ち
ょ
、
ヲ
ど
十

年
と
な
り
、
り
っ
ぱ
に
二
つ
の

通
算
老
齢
年
金
を
す
ぐ
受
け
る

資
格
が
つ
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
国
民
年
金
を
特
例
納
付
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
厚
生
年
金
や
共

前
年
金
な
ど
、
ほ
か
の
年
金
が

も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
人
は
案

外
多
い
の
で
す
。

七
日
、
絵
山
支
月
で
聞
か
れ
、
本
町
か

ら
組
村
和
夫
さ
ん

(製
菓
衛
生
帥
見
習

-
お
歳
)
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

制
村
さ
ん
は
、
学
卒
後
製
薬
業
を
め

ざ
し
、
製
菓
盾
の
つ
ぶ
ら
自
民
に
住
み
込

み
で
技
術
科
仰
に
励
み
、

研
究
心
旺
蝶

で
秘
極
性
に
日
み
目
下
製
菓
衛
生
而

の
免
許
取
得
に
い
ど
ん
で
い
る
棋
範
商

工
背
年
で
あ
る
。
ま
た
、
技
術
、
勤
務

と
も
優
れ
、
事
業
主
的
信
頼
厚
く
、
地

域
、
同
僚
か
ら
も
将
来
を
似刊
呈
さ
れ
て

い
ま
す
.

( 5 ) 



寸今
金
町
社
会
稲
祉
協
議
会
で
は

会
只
み
な
古
ま
方
の
代
表
で
あ
リ

ま
す
評
級
只
会
を
六
月
二
十
八
日

町
民
セ
ン
タ
ー
で
聞
き
、
昭
和
五

十
二
年
度
の
事
業
報
告
、
決
羽
の

承
認
に
つ
い
て
議
決
を
得
ま
し
た
。

の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

昭和52年度評議員会の決議報告

|みなさまのあたたれご支や平和ザ」

地
域
住
民

あ
な
た
も
会 の
助
員
に 年度 事業報告書昭和 52 昭和52年度歳入歳出決算書

、
、d

け
あ
い

な
っ
て
下
さ
しミ

;
川
社
会
初
制
附
間
受
章
、
町
内
に
お
け
る
社
会
相
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
の

能
率
的
運
営
と
組
織
的
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
会
い
H
会
代
制
度
を
山
大
地
し
て

地
域
住
民
の
方
々
の
あ
た
た
か
い
ご
埋
解
を
い
た
だ
い
て
い
よ
す
。

山明花
で
は

全
町
凶
百
七
十
五
人
に
わ
た
る
加
入
を
賜
わ

っ
て
い
る
こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
・
ヂ

産

主

に

一
人
で
も
多
く
の
町
民
の
方
々
の
こ
賛
同
右
手

ご
加
入
く
だ
さ
る
会

μを
近
々
役
日
が
お
願
い
に
ま
い
り
ま
す
。

地
域
住
民
の
み
ん
な
が
、
他
山
肌
で
明
る
く
、
楽
し
く
、

H
常
生
前
が
送
れ
る

よ
う
、
み
な
さ
ま
方
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

社
協
町
役
い
H
は
別
仕
事
+
五
人
、
顧
問

二
人
、
院
事
二
人
、
更
に
各
地
区
に
評

議
只
五
十
五
人
を
加
え
て
祉
協
休
制
的

充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

マ
会
長

白
石
光
普

(東
町
)
守
副

会
長
多
岡
山
太
郎

(南
町
)
石
剖
照

子
(
本
町
)
マ
理
事
阿
部
久
的

(花

石
)
伊
藤
丘

一
(
中
旦
)
日
怖
政
チ
(
M
m

川
)
猪
股
敬
二
(
術
相
)前
向
干
=一(
山県

横
川
)
吉
田
吉
郎

(八
束
)
荒
川

一
見

中
野
キ
ヌ
子

(金
原
)
天
沼
迂
(神
丘
)

大
介
啓
太
郎
(昭
和
町
)工
藤
栄
作

(南

栄
町
)
伊
藤
ト
ミ
ノ

(南
町
)
マ
監
事

津
仏
一
良

(本
町
)
石
引
い
廿
恵
子

(大

和
町
)
守
顧
問

河
端
盟
(
八
束
)
友

普
幸
次
郎

(積
川
)

守
肝
路
員

〔英
利
河
〕
佐
藤
施
太
郎

〔花
石
〕
日
下
昭
二
郎
、
山
本
政
治

〔
中
里
〕
伊
藤
久
雄
(
住
中
〕
返
雌
束

〔住
吉
〕
渡
辺
柏
市

〔上
種
川
〕
伊
藤

辰
雄

〔輔
川
宮
前
〕
加
藤
玲
子
、
六
鉛

菊
太
郎

〔駅
前
〕
升
村
毅

〔中
間
川
〕

八
原
田
町
栄
三
郎

〔杭
穂
〕
悶
村
友
三
郎

〔
金
又
〕

上
村
品
開
封

〔下
剖
川
〕
上
回

茂
〔
奥
極
川
〕
立
野
又
治
〔
光
台
〕
地

ぬ
信
義
〔
八
束
〕
松
本
敏
雄
、
阪
対
ミ

ェ
、
河
端
英
弘
、
山
崎
文
子

〔金
原
〕

三
上
位

一
、
荒
川

一
見
、
佐
森
イ
ツ
チ
、

〔春
日
井
〕
白
井
町
出
向
品
開
山
〕
鈴
木
四

郎
〔
仲
丘
〕

上
村
山
夫
、
町
河
定
見

山
崎
悲
喜
〔
鈴
岡
〕
泊
家
作
太
郎
〔
盟

受
〕
山
口
梯

〔梨口升
)
富
谷
吉
治

〔白

石
〕
行
川
正

〔峨
町
〕
生
亀
キ
ヨ
エ
〔

尚
美
町
〕
沌
沢
忠
川
町
、
月
白
あ
き
え

〔

日
の
出
町
〕
古
木
隆
(
東
町
〕
鈴
木
未

古
.
古
川
畑
愛
子
〔
八
時
町
〕
藤
村
他
政

河
端
男

〔本
町
〕
辻
現

〔昭
和
町
)
稲

川
叫
幸
ザ

〔栄
町
〕
柳
太

一
、
北
川
口
比

〔

大
和
町
〕
水
野
エ
ミ
チ
、
山
山
谷
洋

f.

〔旭
町
〕
山
浅
禿
夫
〔
末
広
町
〕
小
池

純

一
〔
緑
町
〕
山
下
正
己
〔
南
町
〕
荒

井
疋
幻

〔市
栄
町
〕
水
野
ル
リ
子
、
阿

部
邦
子

〔
陶
工
団
地
〕
肉
情
フ
ミ

〔御

影
〕
広
沢
仏
子

守
会
員

(
日

3
h
u
説
夜
)

〔英
利
河
〕
FH
H
U

一
夫
、
内
山
弘
、
自

子
打
点
、
丸
山
良
治
米
山
健
一
、
山

川
犬
蔵
、
阿
部
広
.
佐
蝉
雄
太
郎
、
野

村
勝
太
郎
、
自
越
健
二

伊
藤
本
丸

小
野
寺
伝
二
.
大
出
水
徳
太
郎
南
部

凶
郎
〔
花
h
〕
日
下
昭
二
郎
、
田
中
義

雄
阿
部
久
的
、
石
山
石
太
郎
‘
日
木

正
行
加
藤
容
古
‘
山
市
町
長
閉
門

間
正
夫
、
伊
即
時
伸
、
鎌
田
茂
加
藤
武

加
揖
み
と
リ
〔
小
史
〕
伊
藤
五
一
、
中

品
米
弘
佐
竹
h

叩
一

迫
級
事
伊
藤

田
義
佐
々
木
一
止
阜
、
仲
野
政
男
、
中

仙
正
勝
、
神
野
竹
市
〔
住
士
口
〕
渡
辺
摘

市

〔同
川
}
刷
出
刻
時
三
郎
、
姥
名
弘
主

古
問
醤
泊
、
千
諜
務
丹
下
勉
千
東

説
、
木
村
繁
央
金
沢
竹
次
郎
、
伊
藤

下
代
f

金
沢
ミ
ソ
エ

広
別
式
見
、

伊
藤
昭

一
、
F
蛙
尚
夫
伊
雌
民
雄

伊
藤
長
雄
井
付
金
政

佐

藤

多
仁
K
H

術
股
霊

f

披
川
一
キ
ヨ
、
友
普
幸
次
郎

中
付

M
山

加

雌

五
郎
、
加
臨
時

f
、

川
村
ト
ミ
、
小
町
内
川
引
山
、
日
針
八
下

雄
、
松
尾
幸
重
、
伊
藤
武
雄
渡
部
繁

伊
藤
義
一
古
田
七
布
ェ
門
山
口
修

次
干
唱
博
千
古
川
下
位
、

5
3
c

l
i

p
-
ィ

t
r担
日

占
聞
ハ

y

安
達
み

つ

岐
本
光

f
、

山
U
川市本
チ
、
阪
押
ミ
ヨ
、
原
口
フ
ジ
、

八
屯
剛
院
ユ
リ

f
、
J
m
茂
千
代
谷
隆

上
出
品
作

上
山
位
、
似
U
H
U
じ

即

日
型
的
‘
内
ヶ
品
腎
初
、
上
回
イ
ト
、

長
崎
光
江
波
辺
二
郎
、
小
岩
隆

一
、

〔稲
川叫
〕
鼎
股
敬
二

千
策
正
川
、
佐

-..>;1 

々
木
昭
鎌
田
政
議
、
久
保
田
尚
広
、

今
野
忠
、
目
指
形
侭
一
、
尾
形
義
明

田

村
五
三
郎
小
岩
朔
術
、
伊
藤
勝

一
、

横
内
伐
夫
、
怯
尾
長
年
、
斉
雌
-必

〔
団

代
〕
上
村
昌
男
人
見
叫
、
村
本
語

佐
藤
茂
、
山
口
極
‘
山
本
義
仁
山
口

操

一大
引
通
雄
タ
下
時
雄
‘
内
ヶ
品

単
介
、
谷
崎
開
雄
、
須
藤
政
義
、
未
藤

松
雄
、
商
昭
二

大
松
正
雄

(八
束
〕

車
川
#
雄
河
端
昭
三

大
谷
従
近

松
永
敏
雄
山
本
鶴
雄
、
尼
崎
武
雄
‘

村
漸
正
倍
、
村
瀬
千
代
一
中
野
三
郎

山
崎
文
子
、
士
越
藤
夫
、
足
利
義
明
、

中
野
胃
腸
、
村
糊
惣
虫
郎
上
村
義
雄

竹
内
聞
雄
、
松
町
数
雄
、
町
端
J
H

倍、

南
川
燕
、
中
野
俊
雄
田
畑
友
明
、
浜

則
的
雄
阪
川
英
明
、

土
問
正
雄
、
吉

田
占
郎

〔
日
進
〕

小
池
司
催
、
述
疎
民

吉
民
ハ
合
川
敬

一
〔
金
原
〕
荒
川

一
日見

荒
川
力
蔵
伴
本
理
義
、

中
野
キ
ヌ
子

北
比
と
み
チ
、
性
高
山
叩
五
、
本
間
新
川

水
野

一
夫
、
下
回
)恒
例
到
小
凹
山
秀

雄
‘
本
田
幸
雄
須
田
市
太
郎
水
野

民
生
笹
森
存
子
犬
域
ウ
メ
子
、
下

回
日
住
専
子
水
野
き
み
、
ぇ
.
滝
沢
六
郎

伊
藤

一
的
、
中
川
鋭
的
、

三
品
慎
重

渡
辺
こ
ま
近
藤
ト
キ
ヲ
笹
崎
佐
野

車
川
政
止
郎
、
山
則

一
、
中
川
彦
三

北
館
幸
治

〔鈴
金
〕
水
野
山

一
、
中
山

糊
一
、
林
磯
次
郎
、
津
村
竹
松
笹
轟

武
雄
、
笹
高
イ

y
子
〔
盟
国
〕
鈴
木
四

郎
、
鈴
木
江
川
島
市
川
市
帯
、
川
上
ヨ

ン
ヲ
雌
元
士
子
、
南
川
盟
崎
元
担
、

川
上
敏
夫
、
樋
口
芳
雄
、
前
田
幸
吉
、

的
雌
新

一

米
間
千

一

間
辻
敦
子
、

沖
田

一
郎

山

m
H太
郎
市
川
栄
‘

南
川
章
、
笹
車
芳
太
郎
、
笹
森
悦
太
郎
、

咋
元
勲
、
中
山

一
秋
笹
森
出
雄
、
鈴

木
忠
、
川
上
鉄
蔵

〔神
丘
〕
天
沼
修
嗣
、

山
崎
昭
利
、
西
野
輩
、
平
野
市
雄
、
吉

国
七
三
、
河
田
怖
子
柴
苔
腸
俊
、
斉

臨
圭
、
谷
間
峰

天
沼
在
、
川
崎
報
道

〔
鈴
岡
〕
神
川
幸
一

、
山
本
醤
作
、
山

本
正
太
郎
抽
家
作
太
郎
上
村
信
正

石
川
俊
典

〔御
彬
〕
{
品
沢
昭
雄
〔
来日升〕

一
長
谷
古
泊
、
佐
藤
幸
治
・
今
村
措
細

川
キ
リ
吉
田
鶴
芳
〔
曙
町
〕
栗
山
チ

タ
エ
、
日
儲
晴
夫
、
小
坂
健
一
田
中

忠
小
池
草
吉
、
布
谷
芳
郎
、
坂
田
俊

勝
、
生
他
キ
ヨ
エ

〔町
栄
町
〕
芳
賀
あ

き
え
今
野
佑
、
大
崎
直
美
枝
、
今
野

洋
子
、
阪
爪
治
男
‘

川
合
間
政
、
川
村

利
夫
川
村
マ

y
エ
稲
制
是
正
、
小

野
由
雄
八
重
樫
善
次
郎

〔
日
の
出
町
〕

市
川
木
険
‘
坂
本
フ
ミ
加
藤
前
吉
、
怯

浦
武
雄
・
小
助
川
高
到
、
本
間
孝
雄

山
崎
克
治
、
佐
久
間
保
二
‘
披
辺
利
次

高
松
信
男
荒
良
木
究
資
佐
藤
佐
市

杉
山
日
義
問
新
蔵
、
消
水
政

一
、
柴

田
良
雄

(東
町
〕
白
石
光
科
、
栗
山
幸

雄
、
松
氷
理
雄
本
間
行
雄
、
消
毘
ニ

針
自
信
春
、
松
氷
義
治
松
氷
正
義
、

細
川

一
由
山
村
幸
雄
‘
赤
石
二
三
男

多
削
牌
‘
近
雌
義
雄
日
制
霊
Y
T

牧

田
ハ
ル
エ
黒
沢
陣
子
、
白
石
ハ
ル
エ

tk
幡
郁
子
、
竹
中
み
円
リ
、
部
ム
口
久
子

安
西
長
四
郎
、
九
此
谷
正
#
、
多
聞
利

目
、
佐
藤
育
長
山

m勉
細
川
的
、

白
崎
ハ
ナ
、
日
景
哲
治
水
量
行
男
、

羽
叩
前
作
広
漸
正

一
、
沢

井

明

鈴

木
米
官
、
情
村
敏
郎
例
叩
と
志
、
外

山
高
雄
小
限
晋
三
日
附
八
郎
、
日

谷
和
之
、
森
正
姥
名
稔
多
田
幸
一

樋
針
副
醐
、
即
川
紀
夫
、
阿
部
幸
作

謀
説
次
、
也
谷
弘
、
川
原
正
雄
、
鈴
木

ミ
ツ
八
重
冊
目
消

(止
号
に
つ
づ
く
)

l6 ) 

@ tJi 予算削 出抑制 lI'I "時 月日 実施 L た;<Ji 1:; ~， 抽 聖

①全 j! l回曲。 237.5冊 137.由。 52 年 量的銀行預託払出L型施 85仲 金キ勿A2fe43062f3F 74川

②裕i 助 金 1.163，0∞ 1，159.剖O 企 3，2'回 H 止括応急資金貸付{丑託事茸) 此所得拍へ 561'1 

③配 分 金 110.0曲 177.672 67.672 H 也、配ごとflU業所円相臨災地 事務局主旺 2081'1

@省子 ~I 金 150，0田 365，557 215.557 H 仕協全目的入会世i且 5凡{t:475t， (111 211) 

@丘 託 金 3.943.曲。 3.943.ぽ旧 o 4 . 22 桧山地区杜協蛇会出W: 大成町へ 3名

@惟 A、 50曲。 449‘239 399田9 5. 7 51均度会計監護史地 監サ，2名

⑦拙 経 金 399.301 3抽 .301 。 5. 14 祉協理事会 役場 11t，

合 計 5‘915.301 6，732，069 816，7曲
17 
市町村社協会長 l'苦労九]臣会議 本LII!，/j21'， 5・ 18

〈歳出〉 20 共!日J~~金町村分会i主 u協議会 大沼 1名
21 

③ tri 干拝制 決抑制 .1¥"1 6i~l(. 6‘18 今金町社協52年度韓合 町民センタ-120名

①~It Z王 'U 1. 159，728 1.291，270 133，542 M 227 8 桧山廿I付社協用!与全議 館石町 1名

l人 It n 1，094，728 1，198，960 104，232 M239 0 昭和52年度世直資金研時金 松山支庁 1名

2旅 'l~ 30，冊。 57，780 27，780 7. 8 祉協理.'1'会 役場 11?" 

3. f!l 用 11 35∞。 34.530 ど主 470 7‘21 今金町主人スポー Y大会同開fI， 参加者 277~同

②全 ニ量 I! 35.0田 担，0田 a 1.田0 7. 24 桧山管内祉会編祉大全 熊石町 34名

③)1与 主 l! 664，似lO 573，430 t包囲.570 9 5 全週祉会偏祉大全的参加 キL雌r!i2名
6 

l広報啓尭'I! 175，∞o 146，900 f':.. 28，100 9. 28 祉協時11';.全 役場 11品

2.*U世話動官 160.∞o 154.710 A 5，290 6 道南ブロ ック町村位協研究協ギ全 能 1i町 l名10. '7 

3研究 会 費 60，曲。 44，120 企 15，880 10. 9 部 l 凹 UilIIi事金運動的~拙 町民セJ タ }川 91'，

4法外居助明 印刷。 22.200 2，2田 10‘11 部2凹 H f生土品目ij3名

5霊 肉訪 UlJ'lV 30.0剖 4佃 O ム 26.000 11. 5 出3恒l H 位協、センターiiiJ9名

6."';.輩振興刊 25.叩O 7.500 ム 17，500 11. 25 祉協開口研悼会 長万部町 l名

7心配ごとキIn余所 174.000 174‘∞o O 12. 5 部4恒l街頭募金躍動的草地 劇場前 20名

8世l!!4'務官 20.000 20叩O C 1 . 31 桧山北部3町民生霊n研究会 町民セノタ 68才l

日E丑 :tt~I;; 1'.¥ 'lY 3.967，086 3，983.叩6 15.920 2 1 祉協広報克行 全戸 2，67SFi 

C5:J't 担 王争 70，000 95咽900 25.900 
17 
全追川し配ごと相時所研究会 本LII!市 1名3・ 18

⑥子 備 'l! 19，487 14.0剖 どミ 5咽487 3 . 26 ボランティア活動研修全 江世町 i名

11' 計 5，915.301 5，凹1.606 76.305 52 年 世帯E生資金n付小番目全 46名

..入 ι732.069阿晶1115咽991.回古川 ;x年度繰檀金 740.463円 H 遣家臨へ'Il思料を聞る 死亡者 60名

(7) 



(8) 

単位価格表示は
商品選ぴの目安

単位価格表示(ユニット フラ

イシンク〉というものを、ご存じ

でしょうか。日周回や食晶など、

販売価格のほかに、中身Cついて

百グラム(まだは百ミリ リット

ル〕当だり00同というふうに、

一定の単也当疋りの値段在表示守

ることです。

この単位価格表示ガスパーや

小売后で実施されると、私だち消

賢者巳とっては、高屈を選ぶのに

たいへん便利になり苦しす。

例えばある商面の値段ガ、

@ 6008入り 617円

⑮ 5508入り 539円とだけ

表示されている場合、量と値段か

らみて、どちらガ安いのか、すぐ

にはピンときません。ところガ、

これ1こ @ 10081こっき 95円
⑮ 1∞g巳っき 98円

と単位価幡ガ表示されていれば、

商凪の比瞭ガできて便利です。

このほか、単位価格表示によっ

て、容器、包表代金の価格への上

乗せや、販売価格はそのままで内

容量だけを減らす納値上げm など

も見!&くことガできます。単位価

格表示は商昂選択の目安です。

i写真募集中 3歳までのお干さ
iん。誕生日記念などH市町スナ
yプ写点をお寄せくださいa

回連絡あればf.;Jいます一広報係

百頁万五百百E地域内できごと、問題、町政への意見、要望 生活の知恵などを必寄せください口口町民Uろぱ

上野義II'Jさんの長女 (金原)
真希子ちゃんー 1;:晶6ヶ月

『たべ物に肝き嫌いなく にん

じん、ねぎL.=f'{.こんで食べます』

、わガ家のフコイド)V" 

消費生活だより

ツ
ス
ル

ゲ
ー
ム
や
踊
り
に
大
ハ

廃
棄
物
の
容
誌
が
な
か
っ
た
り
、
フ
タ

が
な
い
③
排
水
施
設
が
あ
ま
り
良
く
な

い
③
ラ
一
l
メ
ン
で
昨
年
分
の
日
付
の
も

の
が
あ
っ
た
⑤
冷
城
山
即
の
弘
皮
討
が
破

抗
し
て
い
た
⑥
食
品
原
料
障
に
ハ
エ
が

い
た
り
、
駆
除
設
備
が
な
か

っ

た

な

ど
の
附
組
内
、
が
制
相
山
川
け
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
今
金
地
方
食
品
衛
生
協
会

の
指
導
只
と
恕
政
会
を
聞
き
、
日
山
食

品
術
生
協
会
長
は
「
食
品
を
取
扱
う
業

者
と
し
て
日
出
な
れ
て
し
ま
う
こ
と
の

主
い
主
ヲ
厳
し
く
指
導
し
た
い
」
と
約

点
。
ま
た
、
製
造
年
片
日
は
表
示
さ
れ

て
い
る
冷
凍
食
品
は
‘
い
つ
ま
で
布
効

か
の
質
問
に
対
し
て

「
マ
イ
ナ
ス
二
十

度
で
保
存
さ
れ
て
い
る
場
令
は
、
完
全

に
中
味
が
械
利
さ
れ
て
い
る
が
、
味
覚

的
山
か
ら
一
年

l
一
年
半
が
目
安
だ
」

と
説
明
し
ま
し
た
。
保
世
附
で
は
「
術

世
週
間
中
だ
け
で
な
く
年
間
随
時
指
訓
押

す
る
が
、
泊
代
名
も
気
付
い
た
山
は
迫

庖
な
く
応
主
や
保
健
所
に
述
給
し
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
@

食品衛生面をチェック

⑮
 
⑧
 

尚

喜

の

お

年

寄

り

が

一
同
に
集

/仰
、
っ
て
楽
し
く
ス
ポ
l
y
を
l
と

ひ
守

町
主
人
ク
ラ
ブ
と
町
福
祉
協
議
会

が
主
慨
す
る
「
高
齢
者
レ
ク
リ
ェ

l
y
ヨ
ン
大
会
』
が
七
月
二
十
七

日
総
合
体
行
飢
で
聞
か
れ
寺
P
した

食品目衛生状況をチヱ yクする 1日監視員

1日監視員研修会を聞く

高
齢
者
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会

同函三五金保健所1

こ
の
大
会
は
今
年
で
三
回
目
と
あ

っ
て
金
町
十
二
地
区
の
主
人
ク
手
ず

か
ら
三
計
二
十
人
が
参
加
、
ま
ず
参

加
者
全
日H
が
レ
ン
ト
ゲ
ン
蝿
影
と
血

圧
測
定
を
受
け
た
あ
と
、
開
会
式

美
利
川
円
以
保
山
刷
司
さ
ん
の
選
手
五

哲
と
A
去
H
に
よ
る
元
気
は
つ
ら
つ
体

操
で
体
を
ほ
ぐ
し
て
競
技
開
始
ι

各

地
区
を
六
組
に
分
け
て
対
抗
し
た
た

め
簡
単
な
競
技
や
ゲ

l
ム
も
大
ハ
ッ

ス
ル
。
(
写
真
)
昼
食
後
は
今
金
老
人

7
ラ
ブ
が
そ
ろ
い
の
衣
装
で
今
金
甚

句
な
ど
の
抑
り
を
披
戸川附し
て
拍
手
か

っ
き
い
。
得
点
で
は
ラ
イ
オ
ン
チ
ー

ム

(長
利
河
、
花
石
、
中
堅
、
住
吉
)

と
ヰ
チ
l
ム
(金
版
、
州

vm)が
仲
良

く
二
十
二
点
づ
っ
で
優
勝
し
ま
し
た
。

ー
パ
1
食
草
、

九刊6
介
知
応
村
肉
山
な

ど
十
山
舗
を
抜
き
打
ち
的
に
巡
回
施

設
の
整
理
、
消
潔
さ
‘
ね
ず
み
や
こ
ん

虫
の
駆
除
、
手
洗
設
備
、
廃
梨
物
白
骨
桜

町
完
備
、
州
市
川
木
町
有
用
状
批
な
ど
を

訓
査
し
ま
し
た
。
監
視
の
結
果
①
手
洗

い
設
備
の
位
置
が
悪
く
十
分
使
用
さ
れ

て
い
主
ぃ
。
乎
ふ
き
が
汚
れ
て
い
る
②

今
金
保
他
所
で
は
、
食
品
術
生
週

間
に
ら
な
み
出
費
者
に
よ
る

一
日
食

品
衛
生
監
視
貝
研
修
会
を
八
月
一
目
、

市
街
地
の
各
自
舗
を
巡
回
し
て
衛
生

状
況
を
チ
エ
y
ク
し
ま
し
た
.

一
自
民
枕
只
に
委
嘱
さ
れ
た
今
金

婦
人
会
的
主
婦
六
人
は
、
二
班
に
分

か
れ
保
健
所
見
と

一
祁
に
町
内
の
ス

) 

、
、，

ま
た
、
親
の
真
剣
な
止
詰
態
広
、
日
協

肉
親
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
が
、
子
ど
も

に
感
化
を
与
え
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
.

-v
き
ょ
う
だ
い
の
関
係
で

-v
親
と
子
の
関
係
で

税
は
立
図
的
に
し
つ
け
を
し
た
り
、

子
ど
も
が
小
さ
い
時
い
ろ
い
ろ
な
教
、
ぇ
込
ん
だ
り
し
な
い
訳
に
は
い
き
ま

袈
求
に
剥
が
敏
感
に
応
じ
て
く
れ
る
こ
せ
ん
。
し
か
し
、
観
的
こ
う
し
た
努
力

と
は
、
子
ど
も
に
侶
頼
感
を
育
て
る
こ
が
、
い
つ
も
子
ど
も
に
ふ
さ
わ
し
い
も

と
に
役
だ
ち
ま
す
。
要
求
に
敏
感
に
こ
の
で
あ
る
か
は
、
問
題
が
あ
り
ま
す
。

た
え
て
く
れ
る
人
が
身
近
に
い
な
い
と
つ
ま
り
、
子
ど
も
の
袋
際
の
発
達
か
ら

信
頼
感
が
有
ち
に
く
い
と
い
わ
れ
て
お
比
れ
ば
.
無
埋
な
一掛
川
副
を
押
し
つ
け
て

り
ま
す
。
こ
の
信
頼
感
は
、
伯
格
づ
く
い
な
い
と
は
、
い
い
切
れ
ま
せ
ん
。
こ

り
の
う
え
で
核
心
と
な
る
と
い
わ
れ
て
の
よ
う
な
場
合
は
親
ぎ
ら
い
に
さ
せ

お
り
ま
す
。

る
逆
効
川
市
も
弔
え
ら
れ
る
の
で
す
。
と

子
ど
も
が
税
に
対
し
て
信
頼
感
を
持
こ
ろ
が
、
兄
弟
的
問
で
す
と
年
令
に
も

っ
て
お
れ
ば
、
し
つ
け
を
す
る
時
す
な
さ
ほ
ど
聞
き
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、
兄
や

お
に
受
け
入
れ

4
ヲ
と
努
力
す
る
は
ず
姉
が
よ
い
行
動
的
手
本
を
示
す
な
ら
、

で
す
.
し
た
が
っ
て
し
つ
け
の
よ
い
子
弟
や
妹
は
自
然
に
そ
の
行
動
を
快
倣
す

ど
も
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
通
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
よ

度
に
悶
難
な
め
に
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
い
行
動
に
感
染
す
る
と
よ
い
現
象
が
見

っ
て
子
ど
も
を
鍛
え
て
も
、
子
ど
も
が
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
逆
だ
と
、
各
舶
の

そ
れ
を
受
け
止
め
て
強
い
性
絡
が
形
問
題
行
動
が
見
ら
れ
、
性
格
づ
く
り
は

成
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

t
j
i
t
t
i
t
t
i
-
-
t
i
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マ
大
人
U
時
太
郎
さ
ん

(昭
和
町
)
か
ら

三
千
円
を
光
向
型
学
図
に
、
一

一
千
円

を
小
百
合
保
有
悶
へ

マ
目
白
山
さ
ん
(
市
栄
町
)
か
ら
三
万

円
を
山口
寿
凶
へ

マ
池
田
伝
也
さ
ん

(英
利
河
)
か
ら
独

居
老
人
の
た
め
に
出
圧
測
定
都
を
社

協
ヘ
ル
パ

l
備
品
に

そ
れ
ぞ
れ
寄
付
さ
れ
ま
L
P
、

セ ルスマンを玄関に入れる前
に訪問的目的を確的、不要町場合

はさっぱり断る勇気をもちましょ
っ。また、不瀞な準削J告はすぐ警

察に連絡を北桧山警察署)

・離病需料集団横官舎のご利用を
道衛生部では特定挟忠対策の-

I;!として、雌荊忠者向早川発見と
実態的は拍!をはじめ迎~)な時TI指

持 早川受曜の勧しょうを行うた
め専門医師による難病無料集団輸

診を下記により実施します.
スモン、ベーチェ y ト柄、血液

民忠、 i四郎 ')ュー7 チ得や病名不
l捗i の難病と思われる万はぜひ枯~t­
( 1.ごさも、.
1>8月27日市立函館病院1>9月10
日市立主i副総骨病院1>10月22日札
帆市医師会復1m急耐センタ b各
地の受(.J時1111は午前9時か句正午
.私のアイデア貯金箱コンクール

郵政行では児童、生徒にi白書内
閣'L'を高めてもらうとともに、造
形的OIJi主力をイ']1ぱす-ll!Jとして、
アイデア貯金桁コンクールの作品

を募集しております.
b作品内符は新L(楽しいアイデ
アが生かされているもの 美し
く 1~ ~、やす L 、もの。 材料は自 1:1:1

大きさは一辺町長さ25cm以内.
b応募)gJl以 9月14tIまでに所属
学校を通じ最寄りの郵便局へ。
その他詳しくは町内各郵便局へ。

・ 9月の休日当番医
3日 瀬棚町楢崎医院ft 3022 
10日 北絵山町国保病院古河@5321
15日 今金町国保病院宮 0221
17日 今金問I 岩間医院晋② 0057
23日 今金町山田医院町②0324
24日 北桧山町間保病院宮④5321

家
庭
と
性
格
づ
く
り

.符方不明者相鮫所を開段 します
みなさんの家族や親族的方で、

家出をしたり、出張や出様ぎ先か
ら突然所拍が不iザ!となった人はあ

りませんか.道内では昭和39年か
ら現在まで約 i万人的人が行方不

明となっています.このなかには、
不キにも犯111的被'g.者となったり、
すでに死亡して身元がわからない

ために無帥-.b'O也に弊句れている人
もあります。

このような人を世しでもなくし
たいということか句、止の日位で

「行 }'J不明者相 I~炎内CJ を IJ目立~いた
します。制人的名栓と帖伊fは雌守
しますので、その消息を架じてお

られる方は 、 お~(軒にこ相談にお
いでくださ".
1> 9月6日-8日函館中火器祭器
1>9月II日 八京野察署

1>9月13日 江島普察署

・警察官の採用獄鞍を行います
本年皮肉北海道野県1';'採用試験
を山内とおり行います.
b長験'{(佑 lI[i手[[26年 4H 2日か
ら36年 4H 1日ま でに生れた者
(A)大学卒業者(卒業見込みを含

む)(B )t~可'イー校卒業脱皮肉学
力を有する者
b受付 8 H 14日か句 9) J 25日迄
伊試験 IOH8日函館市、長万部
町、札眺i¥i、他主要都rll
1>1日J'、合せはf立寄りの野?主将、派
11¥所、批花iYi"へ
・トラベルの多い肪問販売に，主意
セ-)レスマンの口卓に来せ句れ

たり、強引きにl'lけてカタログを

凡せレヲれ購入契約を結んでしまっ
たというj}j11ll)以売のト ラブノレが最

近めだって起きています.

:'t-' 
.ある目的あなた・ーヰ耳をさ Lあげます

・国保晴院小児科診晦日の変更
結n!nl、 3;且円水 木附日に
開設していますl同保病院の小児科
診療について 9Jlは止の日叫に変

更します.
9月13日(水)午後 1時-3時
9rJ14日(木)午前 9時-11時
ニれにより 9川 7目的幼児他訟
と1歳 6ヵ月児他訟は 9月14日午
後 i時-3時に変更します。
部 3i1!!分は節 4週に変児します
1> 9 rJ27臼(水)午後 l時一 3時
1> 9凡28日(木)午前 911年-ll時
これにより 9Jl21日のfj'児講座
(午前 9時30分)乳児健診 (午後
1 11年-3時}は 9H28に行います。
・防火ポスター・空想画を募集
桧山広域間防車11作では 火災子
防也!.:t!，!~'，'j~括的一品1 と L て中学校、
同校、一般的方か均火虫干防にl期
するポスターを募集しています.

また、小学生 (4年生以上)を
対象に消防に|閉した空恕困(凶村
は消防前動.消防地設、消防lt1持
村部にl期したもの)を募集してい
ます.応募の締切は 9月15EIまで
~t.~.工内三日dこは iHt を R目りま -j-ので
ふるって応募ください。鮮Lいこ
とや作品の提出先は今金主将へ.
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お
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と
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